
ひなたぼっこ からの お便り
2024年9月号

夏真っ盛りのこの期間、ひなたぼっこの活動内容もいつもと違います。子どもたちが大好
きな『プール遊び』を中心に据えた活動をしました。
活動の内容が変わっても、その中で行われる支援はこれまで通り生活自立で、小集団の中

での関係性づくりであることに変わりはありません。
楽しみながら活動することで、子どもたちの中に隠れていた課題を一つずつ改善する良い
機会となっています。
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★子どもさんのご利用時の状況についてお話させていただきたいと思います。
ご都合をLINE或いはお電話、連絡帳にてご連絡ください。
（ご来所時、印鑑をご持参ください）
★堀川心理士が「ばっぷくどん」というお便りを発行されています。
ご興味のある方はお声かけください。メールやLINEでお届けします。

8月はとても暑かった分、お天気には恵
まれました。子どもさん達にはたくさん水
遊びを楽しんでもらいました。
9月になり、これからまたたくさんの行
事が待っています。毎日を楽しく過ごして
もらいたいと思います。

【ひなたぼっこでのゲームについて】
自由遊びで色々なゲームをしています。おなじみの“バ

バ抜き”や、市販のボードゲームです。
ゲームでは、仮想空間の中で安全にさまざまな体験を繰

り替えすことが可能です。
ゲームへの参加は『約束』がたくさん積み込まれていま

す。ゲームそのものにあるルールはもちろん、お互いのや
り取りにも「決めごと」が必要で、これらを通じてソー
シャルスキルや気持ちの切り替え方を学んでいきます。

放課後等デイサービス

前半は水遊びを行い、着替えや体拭き、体操を通して、ボディイメージを育んだり、

ルールを守って遊ぶことを繰り返し行いました。回を重ねるごとに上達し、楽しみながら成
長することができました。
後半は、製作で作った物を使い、氷遊びを行いました。タライに自分たちで作った氷の製

作を入れ、感触を楽しみました。足を入れたり、光にすかしたり、夏の遊びを最後まで満喫
しました。
活動の様子の写真をホワイトボードに貼っています。来所された際にご覧ください。
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